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岐阜県民体育館での大会式典。超満員、約1万3千人が参集した。
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これま
で最高千人参集3万1

講
演
す
る
花
山
勝
友
武
蔵
野
女
子
大
学
教
授

体育館中央にステージが設けられ式典が行なわれた

　
第
三
十
三
回
全
日
本
仏
教
徒
岐
阜
大
会
（
全

日
本
仏
教
会
・
岐
阜
県
仏
教
会
主
催
）
が
、
去

る
九
月
十
日
、
岐
阜
県
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

岐
阜
県
内
を
中
心
に
約
一
万
三
千
人
が
参
集
。

こ
の
動
員
数
は
二
十
年
前
に
岐
阜
県
で
開
催
さ

れ
た
第
十
五
回
大
会
の
一
万
人
を
さ
ら
に
う
わ

ま
わ
る
も
の
で
あ
り
、
全
仏
大
会
と
し
て
は
こ

れ
ま
で
で
最
大
規
模
の
も
の
と
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
「
二
十
一
世
紀
は
心
の
時
代
」
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
た
今
大
会
で
は
、
そ
の
一

環
行
事
と
し
て
、
八
月
二
十
五
日
に
「
檀
信
徒

大
会
」
（
瑞
浪
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）
、
大
会

前
日
の
九
月
九
日
に
「
仏
教
婦
人
大
会
」
（
大

垣
市
文
化
会
館
）
と
十
万
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

も
之
に
し
た
「
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー
医
療
と

仏
教
の
接
点
」
（
岐
阜
教
育
大
学
）
、
ま
た
大
会

翌
日
の
九
月
十
一
日
に
は
「
幼
児
と
母
親
大

会
」
（
岐
阜
市
民
会
館
）
も
開
催
さ
れ
た
が
、

こ
れ
ら
も
す
べ
て
場
内
満
員
の
大
盛
況
と
な
っ

た
。
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あいさつする大谷光真大会総裁

　　

･
和
の
読
経

　　

齠
熕
k
わ
す

　
体
育
館
の
中
央
に
設
え
た
ス
テ
：
ジ
を
囲
む

よ
う
に
一
万
人
を
越
え
る
参
加
者
が
、
一
階
は

も
と
よ
り
二
階
も
ぎ
っ
し
り
。
会
場
は
い
っ
す

い
の
余
地
も
な
い
ほ
ど
に
人
で
う
め
つ
く
ざ
れ
、

す
ご
い
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

　
第
一
部
は
式
典
。
寺
町
研
山
大
会
本
部
長

（
岐
阜
市
仏
教
会
長
）
に
よ
る
開
会
の
辞
、
加

納
博
司
大
会
実
行
委
員
長
（
岐
阜
県
仏
教
会
長
）

に
よ
る
今
大
会
の
経
過
報
告
に
続
い
て
、
谷
耕

月
大
会
名
誉
会
長
（
岐
阜
県
仏
教
会
名
誉
会
長

・
臨
済
宗
妙
心
寺
派
正
眼
寺
僧
堂
師
家
）
の
導

　
第
三
十
三
回
全
日
本
仏
教
徒
岐
阜
大
会
が
、

「
二
十
一
世
紀
は
心
の
時
代
」
を
メ
イ
ン
テ

ー
マ
に
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
ま
し
て
、
一

言
御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
日
、
日
本
の
国
は
、
物
質
面
で
は
た
い

へ
ん
豊
か
に
な
り
、
－
多
く
の
人
た
ち
が
そ
の

あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
も
、
最
近
、
家
庭
で
、
ま
た
学
校
や

職
場
で
、
心
の
荒
廃
を
象
徴
す
る
よ
う
な
出

来
事
が
次
々
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
疑
う
こ
と
の
な
か
っ
た

人
と
人
と
の
絆
が
、
意
外
に
脆
く
、
簡
単
に

経
済
的
繁
栄
を
謳
歌
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
次
々
に
生
産
さ
れ
る
商
品
の
洪

水
は
、
消
費
の
増
大
こ
そ
幸
福
の
増
大
に
他

な
ら
な
い
と
い
う
風
潮
を
育
て
ま
し
た
。

　
経
文
に
「
田
あ
れ
ば
田
に
憂
え
、
宅
あ
れ

ば
宅
に
憂
う
」
と
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
物
の

洪
水
が
人
間
の
幸
せ
を
保
障
す
る
わ
け
で
は

崩
壊
し
て
い
く
さ
ま
を
ま
の
あ
た
り
に
知
ら

さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
「
心
」
の
問
題

を
テ
ー
マ
に
し
た
本
大
会
の
開
催
は
、
き
わ

め
て
時
機
を
得
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

　
今
後
、
自
ら
の
人
生
の
意
義
を
自
覚
し
、

人
と
人
と
の
相
互
の
信
頼
を
取
り
戻
し
、
再

構
築
し
て
い
く
た
め
に
は
、
政
治
や
教
育
に

携
わ
る
方
々
の
役
割
り
も
大
き
い
と
存
じ
ま

す
が
、
私
た
ち
仏
法
を
学
び
広
め
よ
う
と
活

動
し
て
い
る
者
の
責
務
も
、
決
し
て
小
さ
く

な
い
か
ら
で
す
。

　
岐
阜
県
で
は
、
昭
和
四
十
二
年
に
開
催
さ

れ
た
第
十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
大
会
で
「
お

経
を
習
お
う
運
動
」
が
提
唱
さ
れ
、
以
後
、

僧
侶
、
檀
信
徒
一
体
と
な
っ
た
読
経
の
声
が
、

県
内
各
地
域
で
朝
な
夕
な
に
、
響
き
渡
っ
て

い
る
と
聞
き
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
大
会
を
契
機
に
、
そ
う
し
た

活
動
の
輪
が
一
層
広
が
り
、
新
し
い
時
代
に

向
か
っ
て
、
心
の
豊
か
さ
を
大
切
に
す
る
社

会
建
設
が
着
実
に
前
進
す
る
よ
う
念
じ
上
げ
、

御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

師
に
よ
る
読
経
。
一
万
人
を
越
え
る
人
々
の
読

経
は
場
内
を
震
わ
せ
た
。

　
続
い
て
、
主
催
者
側
を
代
表
し
て
大
谷
光
真

大
会
総
裁
（
全
日
本
仏
教
会
会
長
・
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
門
主
）
（
別
掲
）
、
杉
山
令
肇
大
会
会

長
（
岐
阜
懸
仏
教
会
顧
問
・
参
議
院
議
貝
）
、
安

田
梅
吉
岐
阜
県
檀
信
徒
会
名
誉
会
長
が
あ
い
さ

つ
。
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
文
部
大
臣
の
中
島

源
太
郎
氏
を
は
じ
め
、
渡
辺
栄
一
衆
議
院
議
貝
、

上
松
陽
助
岐
阜
県
知
事
、
蒔
田
浩
岐
阜
市
長
ら

が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
第
二
部
は
総
会
で
あ
る
が
、
今
大
会
は
、
こ

れ
ま
で
の
全
仏
大
会
と
は
違
い
「
会
議
」
と
い

う
形
を
と
ら
ず
に
行
わ
れ
た
た
め
、
各
テ
ー
マ

に
よ
る
部
会
や
そ
れ
を
も
と
に
し
た
部
会
報
告

や
宣
言
決
議
文
発
表
と
い
っ
た
一
連
の
議
事
進

行
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
議
長
団
選
出
の
後
、

前
日
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
が
な
さ
れ
、

そ
れ
に
続
い
て
岐
阜
大
会
の
決
議
文
が
発
表
さ

れ
た
。

　
昼
食
の
間
に
舞
台
は
一
転
。
可
愛
い
子
供
た

ち
も
参
加
し
て
の
華
や
か
な
郷
土
芸
能
が
行
わ

れ
、
場
内
も
ほ
っ
と
一
息
。
そ
の
ム
ー
ド
の
ま

ま
第
三
部
は
講
演
会
。
松
原
泰
道
南
無
の
会
会

長
、
花
山
勝
友
武
蔵
野
女
子
大
学
教
授
、
広
瀬

順
順
谷
大
学
教
授
が
そ
れ
ぞ
れ
三
十
分
ず
つ
講

演
。
各
々
が
独
特
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
語
り

口
で
仏
の
心
、
人
生
の
機
微
、
そ
し
て
生
き
る

こ
と
の
尊
さ
を
説
き
、
場
内
は
笑
い
と
共
感
に

包
ま
れ
た
。

　
第
四
部
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
。
原
田
直
之
と

そ
の
社
中
に
よ
る
民
謡
大
会
に
場
内
は
多
い
に

盛
り
上
が
り
、
午
後
三
時
に
大
盛
会
の
う
ち
に

閉
会
と
な
っ
た
。
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論
超
満
員
の
第
3
3
回
全
日
本
仏
教
徒
岐
阜
大
会
祝
賀
会

　
大
会
前
日
九
月
九
日

の
夕
刻
、
大
会
前
夜
祭

と
も
い
う
べ
き
岐
阜
県

仏
教
会
主
催
の
祝
賀
会

が
、
大
谷
光
真
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
門
主
（
全

日
本
仏
教
会
会
長
）
を

迎
え
て
、
岐
阜
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
盛

大
に
催
さ
れ
た
。

　
岐
阜
県
内
か
ら
約
七

百
五
十
名
が
参
集
。
着

席
形
式
の
パ
ー
テ
ィ
ー

で
、
さ
す
が
の
大
会
場

も
ぎ
っ
し
り
人
で
う
ま

っ
た
。

　
祝
賀
会
に
は
、
岐
阜

県
下
の
政
財
界
、
著
名

人
を
は
じ
め
、
タ
イ
国
、

韓
国
、
中
国
と
い
っ
た

外
国
か
ら
の
来
賓
も
出

席
。
野
田
欝
欝
さ
ん
の

美
声
に
よ
る
名
司
会
（
野

田
さ
ん
は
大
会
の
司
会

も
お
っ
と
め
に
な
り
ま

し
た
）
に
よ
り
、
華
や

か
で
和
や
か
な
祝
賀
会

と
な
っ
た
。
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岐
阜
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
約
千
五
百
人

を
集
め
て
開
か
れ
た
幼
児
と
母
親
大
会

大
垣
市
の
全
日
本
仏
教
徒
婦
人
大
会
で
講

演
を
す
る
瀬
戸
内
丁
重
師

灘
騰
麟
纏
爆
難
騰
灘
擁
護

　
第
三
十
三
回
全
日
本
仏
教
徒
岐
阜
大
会
の
一

環
と
し
て
、
岐
阜
県
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
が
お
こ

な
わ
れ
た
。

　
　
全
日
本
仏
教
徒

　
　
　
　
　
檀
信
徒
大
会

講演するひろさちや氏

の
歌
が
披
露
さ
れ
、
そ
の
後
瀬
戸
内
寂
聴
師
が

「
幸
福
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
記
念
講
演
を
行

な
っ
た
。
瀬
戸
内
師
は
御
自
分
の
歩
ん
で
こ
ら

れ
た
人
生
に
ふ
れ
な
が
ら
、
女
性
の
幸
福
や
仏

教
の
説
く
真
の
幸
福
に
つ
い
て
講
演
。
ユ
：
モ

ア
あ
ふ
れ
る
語
り
口
に
聴
衆
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
た
。

幼
児
と
母
親
大
会

　
九
月
十
一
日
、
岐
阜
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で

岐
阜
県
内
の
仏
教
系
幼
稚
園
・
保
育
園
よ
り
、

園
児
と
母
親
約
千
五
百
人
が
参
加
し
た
。

　
式
典
に
続
い
て
、
仏
典
童
話
『
さ
る
の
は
な

し
』
の
お
話
、
影
絵
劇
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

行
な
わ
れ
、
満
員
の
会
場
で
は
子
供
た
ち
が
、

目
を
き
ら
き
ら
さ
せ
な
が
ら
仏
典
の
心
を
伝
え

る
話
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　
八
月
二
十
五
日
、
瑞
浪
市
土
岐
町
の
瑞
浪
市

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
約
八
百
名
が
参

集
し
た
。

　
世
界
平
和
祈
願
、
式
典
に
続
き
、
加
納
博
司

岐
阜
県
仏
教
会
長
が
「
仏
法
東
漸
の
道
」
と
題

し
て
約
三
十
分
の
法
話
を
行
な
っ
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
ひ
ろ
さ
ち
や
氏
に
よ
る
記
念

講
演
。
「
現
代
日
本
人
と
仏
教
」
と
題
し
て
約

一
時
間
半
に
わ
た
っ
て
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。

　
　
　
全
日
本
仏
教
徒

　
　
　
　
　
　
　
　
婦
人
大
会

　
九
月
九
日
、
大
垣
市
文
化
会
館
で
約
七
百
人

が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
た
。

　
式
典
に
続
い
て
「
大
垣
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
」

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、
去
る
八
月
、
今

世
紀
最
大
と
い
わ
れ
る
洪
水
に
見
舞
わ
れ
、

国
土
の
三
分
の
二
が
水
び
た
し
に
な
り
、
人

口
の
三
分
の
一
以
上
に
あ
た
る
四
千
万
近
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

が
家
を
失
う
な
ど
の
大
き
な
被
害
を
う
け
ま

し
た
。

　
水
位
の
ピ
ー
ク
は
す
ぎ
た
と
い
わ
れ
る
も

援
を
求
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
こ
の
孤
児
院
に
は
六
百
名
近
い
子

供
達
が
収
容
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
、

付
近
の
家
を
失
っ
た
多
く
の
人
々
が
、
孤
児

院
に
避
難
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
本
会
と
し
て
は
、
今
般
の
洪
水
に
よ
り
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
孤
児
院
な
ら
び
に

奮
っ
て
御
応
募
の
お
願
い

の
の
、
食
糧
、
飲
料
水
、
医
薬
品
の
不
足
が

深
刻
化
し
て
お
り
、
衛
生
状
態
の
悪
化
に
よ

る
赤
痢
、
コ
レ
ラ
等
の
疫
病
の
蔓
延
が
心
配

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
吠
会
と
一
白
年
前
よ
り
関
り
の
あ
る
ダ

ッ
カ
市
の
ダ
ン
マ
ラ
ー
ジ
カ
仏
教
孤
児
院
も
、

こ
の
度
の
洪
水
に
よ
り
床
上
浸
水
等
の
大
き

な
被
害
を
う
け
、
日
本
の
仏
教
徒
に
対
し
救

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
国
民
の
窮
状
を
救
写
た
め
、

救
援
金
を
募
集
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

何
卒
、
各
位
の
御
協
力
を
伏
し
て
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

（
送
金
先
）

　
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
一
四

　
　
　
働
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
郵
便
振
替
　
東
京
2
i
5
9
5
4
7 一5一
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藤
井
正
雄
大
正
大
学
教
授

山
田
行
雄
岐
阜
教
育
大
学
教
授

竹
腰
昭
道
聖
病
院
長

へ7如

灘

訴
鍵
盤

灘
麟
毅
鶏
幾
、
毅
離
州
毅
蕩
離
編
離
灘
幾
幾
讃
談
談
議
談
議
離
灘
離
離
離
讃
談
諾
灘
◇

麟
織
懸
灘
難
雛
難
舞
灘
継
継
　

繋
雛
雛
雛
繋
窯
型
押
繋
繋
器
紫
難
窓
難
窓
麩
寛
寛
麩
繋
繋
繋
寛
寛
繋
繋
繋
繋
紫
繋

　
第
三
十
三
回
全
日
本
仏

教
徒
岐
阜
大
会
の
関
連
事

業
と
し
て
行
わ
れ
た
「
十

万
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
（
岐

．
謄
圓

五
人
の
パ
ネ
ラ
ー
迎
え

阜
県
内
を
中
心
に
約
八
万
六
千
部
回
収
）
の
集

計
結
果
を
も
と
に
し
た
「
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ー
医
療
と
仏
教
の
接
点
一
」
が
、
大
会
前
日
の

九
日
午
後
一
時
よ
り
岐
阜
教
育
大
学
に
お
い
て

約
三
百
名
が
熱
心
に
聴
講

開
催
さ
れ
た
。

　
会
場
に
は
、
僧
侶
、
檀
信
徒
、
学
生
、
マ
ス

コ
ミ
関
係
者
ら
老
若
男
女
約
三
百
名
が
参
加
し
、

熱
心
に
聴
講
。
こ
の
問
題
へ
の
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
わ
れ
た
。

　
パ
ネ
ラ
ー
に
は
、
司
会
と
し
て
「
十
万
人
ア

ン
ケ
ー
ト
」
の
設
問
監
修
を
さ
れ
た
藤
井
正
雄

蓮
寺
諦
出
師

・
大
正
大
学
教
授
（
宗
教
社
会
学
）
と
、
山
田

行
雄
・
岐
阜
教
育
大
学
教
授
（
仏
教
学
）
、
そ

し
て
医
学
者
の
立
場
か
ら
、
岐
阜
市
の
聖
病
院

長
で
僧
侶
で
も
あ
る
竹
腰
昭
道
師
、
僧
侶
で
宗

教
臨
床
研
究
会
を
主
催
さ
れ
ホ
ス
ピ
ス
の
現
場

に
立
た
れ
て
お
ら
れ
る
蓮
寺
諦
成
師
、
『
脳
死
を

越
え
て
』
で
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

大
賞
を
受
賞
さ
れ
た
女
優
の
藤
村
志
保
さ
ん
。

そ
れ
に
助
言
者
と
し
て
岐
阜
大
学
医
学
部
教
授

の
広
瀬
一
氏
も
参
加
さ
れ
た
。

　
野
口
善
雄
全
仏
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
、
加
納

博
司
大
会
実
行
委
楽
長
（
岐
阜
県
仏
教
会
長
）

の
経
過
説
明
。
戸
部
秀
斉
岐
阜
県
仏
教
理
事
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
発
表
に
続
き
、
藤
井
正
雄
・

大
正
大
学
教
授
が
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
内
容
を

総
括
し
て
「
寺
院
と
檀
信
徒
の
意
識
の
ず
れ
」

一6一
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を
指
摘
。
さ
ら
に
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
大

き
く
わ
け
て
生
の
問
題
、
死
の
問
題
の
二
つ
の

側
面
が
あ
る
と
し
て
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

新
し
い
生
命
倫
理
や
死
の
定
義
を
ど
う
と
ら
え

て
い
く
の
か
考
え
た
い
と
提
起
し
討
議
に
入
っ
た
。

　
終
末
医
療
や
ガ
ン
の
告
知
に
つ
い
て
は
、
竹

腰
聖
病
院
長
が
、
延
命
治
療
の
進
歩
が
逆
に
患

者
に
苦
痛
を
強
い
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
実
例

を
報
告
。
ま
た
竹
腰
氏
は
「
医
療
と
仏
教
の
接

点
は
、
医
療
は
死
に
い
た
る
生
を
扱
い
、
仏
教

は
死
ん
で
い
き
る
生
を
教
え
る
、
こ
の
点
に
あ

る
」
と
発
言
。
蓮
寺
師
は
、
ガ
ン
で
死
の
床
に

あ
る
お
ば
あ
さ
ん
が
念
仏
に
よ
っ
て
心
の
不
安

を
乗
り
越
え
た
と
い
う
体
験
を
報
告
。
討
論
で

は
他
に
、
医
療
の
進
歩
に
心
の
問
題
に
対
す
る

ケ
ア
が
追
い
つ
い
て
い
か
な
い
実
態
な
ど
が
と

細■匪塑剛園

　．城．蹴

鰹
羅

警罵

響ザナ♂、
蝿へ，

岐阜教育大学で開かれ

たシンポジウム。会場

は熱心な聴講者でいっ

ぱい。下は体験を語る

藤村志保さん。

り
あ
げ
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
僧
侶
の
役
割
の

重
要
性
や
、
ま
た
宗
教
者
の
病
人
へ
の
対
応
の

仕
方
の
む
ず
か
し
さ
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
脳
死
・
臓
器
移
植
が
取
り
上
げ
ち

れ
た
。

　
山
田
行
雄
・
岐
阜
教
育
大
学
教
授
が
、
「
仏
教

は
心
と
身
体
を
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
と

い
う
一
元
論
に
た
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味

で
仏
教
で
は
脳
死
や
臓
器
移
植
は
認
め
ら
れ
な

い
」
と
、
臓
器
移
植
反
対
の
立
場
を
表
明
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
藤
井
正
雄
・
大
正
大
学
教

授
が
「
た
し
か
に
仏
教
は
心
身
一
如
を
説
く
が

祖
師
の
な
か
に
は
、
身
体
に
対
す
る
執
着
を
離

れ
る
こ
と
を
説
く
方
も
お
ら
れ
る
」
「
仏
教
の

精
神
の
根
本
に
は
慈
悲
と
い
う
こ
と
が
あ
る
」

と
反
対
の
立
場
を
表
明
し
、
仏
教
教
義
の
原
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
論
に
た
つ
立
場
と
、

パゐ
新
し
い
生
命
倫
理
を

模
索
し
て
い
こ
う
と

す
る
立
場
の
違
い
が

対
立
す
る
形
と
な
っ

た
。　
ま
た
、
腎
臓
バ
ン

ク
に
登
録
し
て
い
る

と
い
う
藤
村
志
保
さ

ん
は
「
自
分
の
腎
臓

が
よ
そ
様
の
身
体
で

生
き
続
け
る
、
こ
れ

が
私
が
こ
の
世
に
生

ま
れ
て
き
た
証
、
生

か
さ
れ
て
き
た
こ
と

へ
の
感
謝
の
し
る
し
」

と
発
言
。
こ
れ
ら
パ

ネ
ラ
ー
ど
お
し
の
や
り
と
り
に
会
場
か
ら
拍
手

が
わ
き
お
こ
る
場
面
も
あ
り
、
こ
の
問
題
は
会

場
に
も
大
き
な
波
紋
を
な
げ
か
け
た
。

　
時
間
の
都
合
も
あ
り
、
こ
の
論
議
は
途
中
で

打
ち
切
り
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
会
場
か
ら
の

質
疑
応
答
で
、
脳
死
問
題
に
か
ら
ん
で
「
死
を

ど
う
と
ら
え
る
か
」
と
い
っ
た
質
問
も
だ
さ
れ
、

「
医
療
と
仏
教
の
接
点
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
か

か
え
る
問
題
の
多
様
性
と
、
議
論
の
仕
方
の
む

ず
か
し
さ
と
い
っ
た
こ
と
が
う
き
ぼ
り
に
さ
れ

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。

　
最
後
に
藤
井
正
雄
大
正
大
学
教
授
が
「
こ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
仏
教
界
が
医
療
問
題
に
つ
い

て
考
え
る
新
し
い
ス
タ
ー
ト
に
な
る
こ
と
を
願

う
」
と
し
め
く
く
り
、
午
後
四
時
半
に
閉
会
と

な
っ
た
。
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奪
◇
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東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前）

　　　電話　代表（841）4965

　
「
寺
◆
う
◆
㌻
◆
塾
◆
毒
◆
蕃
◆
毒
◆
参
◆
毒
◇
寺
ら
。
◇
㌧ゆ「ひψ◆ψφ瀞→噛r画幽φ砂→・噛◆ψrひψ◎礎φ轡◆ゆ9ゆφψ◎・ψ◇ψ．●．

一7一

』　　　　　　‘

　　酷　セー
一　，　　　　μ「’一

　

「
’
〔
．
㌧

隔
　
一
　
■
智
、
．

蹄、



全　　　　　仏
第3種郵便物認可1988年10月1日

ρ

享
　
　
　
t
　
“
．
’

旅
行
期
日
／
（
A
・
西
海
岸
コ
ー
ス
）
昭
和
6
3

　
　
　
　
　
年
1
1
月
1
9
日
㈹
～
1
1
月
2
6
日
ω

　
　
　
　
　
（
B
・
メ
キ
シ
コ
コ
ー
ス
）
昭
和

　
　
　
　
　
6
3
年
1
1
月
1
9
日
㈹
～
1
1
月
2
7
日
㈲

旅
行
期
日
／
【
A
・
西
海
岸
コ
ー
ス
】
　
夕
刻
成

田
発
↓
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
（
羅
府
仏
教
連
合
会
懇

親
会
・
世
界
仏
教
徒
大
会
開
会
式
に
参
加
）
（
3

泊
）
↓
ラ
ス
ベ
ガ
ス
（
泊
）
↓
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
（
2
泊
）
↓
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
↓
（
機
中
泊
）

午
後
成
田
着

／
【
B
・
メ
キ
シ
コ
コ
ー
ス
】
　
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

3
泊
（
A
コ
ー
ス
と
同
じ
）
↓
メ
キ
シ
コ
シ
テ

ィ
経
由
↓
メ
リ
ダ
（
ウ
シ
ュ
マ
ル
・
カ
バ
ー
の

締
め
切

り
迫
る

遺
跡
見
学
）
（
2
泊
）
↓
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
（
市

内
及
び
国
立
人
類
学
博
物
館
観
光
）
（
テ
オ
テ

ィ
ワ
カ
ン
遺
跡
見
学
）
（
2
泊
）
↓
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
↓
（
機
中
泊
）
午
後
成
田
着

。
今
大
会
に
は
、
本
会
会
長
で
あ
る
大
谷
光
真

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
門
主
も
出
席
さ
れ
ま
す
。

。
ツ
ア
ー
の
費
用
や
内
容
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
誌
七
・
九
月
号
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

。
お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込
み
は
全
仏
事
務

総
局
国
際
文
化
部
ま
で

　
　
　
電
話
　
〇
三
（
四
三
七
）
九
二
七
五

小
峰
　
令
丸
師
（
元
全
仏
組
織
部
長
）

九
月
八
日
、
五
十
八
歳
で
遷
化
。
智
山
派
多
摩

教
区
長
。
本
会
の
庶
務
部
長
、
財
務
部
長
や
各

種
の
委
員
も
歴
任
し
た
。

蕊
§
霧

一
日

六
日

七
日

　
1
（
九
月
）
1

局
内
会
議

K
B
K
K
二
十
周
年
式
典
出
席

人
権
宣
言
四
十
周
年
実
行
委
員
会

国
際
専
門
委
貝
会

九
日
～
十
日
　
第
3
3
回
全
日
本
仏
教
徒
岐

十
二
日

　
＋
三
日

　
十
四
日

　
十
八
日

　
＋
九
日

二
十
四
日

二
十
八
日

二
十
九
日

　
　
　
阜
大
会

日
宗
連
理
事
会

人
権
宣
言
四
十
周
年
実
行
委
貝
会

税
務
委
貝
会

局
内
会
議

本
派
全
戦
没
者
追
悼
法
要
参
列

人
権
宣
言
四
十
周
年
実
行
委
二
会

解
放
研
究
所
宗
教
部
会
二
十
周
年

祝
賀
会
出
席

局
内
会
議

大
阪
府
仏
教
徒
大
会
出
席

／
三
朝
う
ま

　
　
　
サ

　
　
る
の
た

株
わ
喜
喜

の
　
　
な

ム　
　
　
と
こ

タ
　
　
　
カ

レァ
株
文
飛
遭

　
新
旧
㌘

で
　
　
家
’

ン
コ
な
株
わ
哉

ミ
、誌

＼
瓶
、
強
張
噸
畿

や
聡
綴

　
　
　
竃

ノ
ハ
・
メ＼

ピ
ピ
ッ
と
株
式
、

フ
ァ
ミ
コ
ン
で
。
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